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m-ECT（修正型電気痙攣療法）実施件数

修正型電気痙攣療法は、難治性統合失調症や重症のうつ病などに対する専門治療です。

2021、2022年度は新型コロナ感染症の影響に加え、新規の
m-ECTの導入はなく、さらに減少していました。

2023年度は、クロザピンが十分には奏効しない患者を受け
入れて、修正型電気けいれん療法(m-ECT) の併用、もしくは
切り替えを行っています。
通常のm-ECTに関しても、クリニカルパスを導入して、患者の
個別性に即した施行を行っています。

精神科

１２ m-ECT（修正型電気痙攣療法）実施件数
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(件) 精神科 ECT（電気無痙攣療法）実施件数


